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京都のメイカースペースが、欧米最大規模の3Dプリンターメー

カー「PRUSA RESEARCH」の正規代理店に。機種選定から導入

後の運用定着まで支援するサービスを10月1日開始 

 

業務・研究の現場へ、9年使い続けたユーザーの視点で機種選定・導入・運用定着を一

貫支援。遠隔監視による助言や定期メンテナンスなどを含めたプランを用意 



 

合同会社TSUKUM（本社：京都市下京区、代表社員：徳山 倖我）は、2026年10月1日、業務・

研究で3Dプリンターをお使いになる方に向けた導入・活用支援サービスを開始しました。 

 

チェコ共和国のPRUSA RESEARCH社の正規代理店として機材を販売するとともに、機種選定な

ど導入を検討する段階のご相談から、導入後の運用定着・活用までを一貫して支援します。 

 

試作や治具を内製したい製造業、設計・デザイン事務所、大学・研究機関などを主な対象と

し、拠点のある関西を中心に、全国のお客様に対応します。 

 

 

■ サービス概要 

 

-​ 機材の販売 — Prusa CORE One+（造形空間15リットル）、Prusa CORE One L+（同30

リットル）、Prusa XL+（同46.7リットル）ほか。掲載のない機種もお取り寄せに対応 

-​ 導入支援 — 業種・用途・つくりたいものの大きさや素材などをうかがい、機種の候補

と比較の進め方をご提案（無料）。希望に応じて現場での設置・基本操作研修も対応

（有料オプション） 

-​ 保守サポート — 消耗品・保守パーツの供給、トラブル時の技術サポート 

-​ 活用支援 — 導入後の運用を継続的に支援するプラン。「梅」「竹」「松」の3段階から

の選択制。内容と料金は当社サイトにて公開 

 

活用支援プランは、導入後に「使いこなせない」状態を作らないための継続支援です。稼働状

況の遠隔監視（テレメトリ）によるプッシュ型の助言、定期メンテナンス、保守パーツやフィ

ラメントの定期供給、アップグレードの出張施工まで、必要な範囲に応じてお選びいただけま

す。 

 



契約は必須ではありません。アップデート案内と活用例の定期配信は、契約の有無にかかわら

ず、すべてのお客様に提供します。 

 

 

導入・活用支援サービスの全体像。機種選定から導入後の運用定着まで、4つの支援で構成（図：合同会社TSUKUM

） 

 

■ 導入すれば業務が変わる。そうわかっていても導入が進まない理由 

 

試作や治具を外注していると、一つつくるたびに費用と時間がかかります。図面を出して数日

待ち、直したいと思えばまた同じだけ待つ。さらに、一つだけつくりたい仕事ほど外注は難し

くなります。最小ロットに満たなければ引き受けてもらえず、引き受けてもらえても段取りの

費用が1個に乗って単価が跳ね上がる。 

 

内製化すれば、その日のうちに形にできます。1個でも10個でも、同じように出せます。それで

も導入が進まない理由の多くは、投資した機材が使われないまま遊休資産になるリスクです。 

 



このリスクは現実に起きています。当社が運営するメイカースペース「Kyoto Makers Garage

」には、これから導入を考えている方も、すでに機材を持っているが持て余している方も訪れ

ます。つまずいているのは機材ではなく、その前後です。「自社の仕事のどこに、どう使う

か」を具体化できるかどうか。導入の判断も、導入後の定着も、根は同じところにあります。 

 

当社は、機材を販売して終わりにせず、導入を迷っている段階から相談を受け、実際に業務で

運用が回るところまでを支援範囲としてサービスを設計しました。 

 

作業場に置いた Prusa CORE One L。試作や治具を、外注に出さずその日のうちに形にできる（写真提供：Prusa 

Research） 

 

■ 私たち自身がPrusaユーザー 

 

当社が運営するメイカースペース「Kyoto Makers Garage」では開設以来、9年にわたって

Prusa製品を業務で使い続けています。受託案件の試作・製作、パーツや治具、店内什器の内

製、ワークショップの教材まで、買い替えることなくアップグレードを重ねながら使ってきま

した。 



 

また2024年には、一般社団法人e-donutsの企画により、PRUSA RESEARCH社から関西の公立

高校7校へOriginal Prusa MINI+が寄贈されました。これにあわせて開かれた教員向けの研修

を、現在当社に在籍するメンバーがPRUSA RESEARCH社とともに担当しました。 

 

 

関西の公立高校7校への Original Prusa MINI+ 寄贈にあわせて行った教員向け研修（写真提供：一般社団法人

e-donuts） 

 

■ PRUSA RESEARCH社について 

 

PRUSA RESEARCH社は、2012年にチェコ・プラハで創業した3Dプリンターメーカーです。創

業者はヨセフ・プルーシャ氏。従業員は1,200人以上で、プラハの自社工場で月に1万台を超え

る3Dプリンターを製造し、160を超える国と地域へ出荷しています。欧州と米国に拠点を構

え、3Dプリンターおよびフィラメントの開発・製造を自社で手がける、欧米最大規模の3Dプリ

ンターメーカーです。 

 

創業時から変わらずオープンソースの方針を貫き、ハードウェアの設計データとファームウェ

アを公開しています。長く使い続けられる製品をつくるという考え方を「Made to last」と呼



び、設計思想として掲げています。 

 

 

PRUSA RESEARCH社のプラハ自社工場にある印刷ファーム 

 

■ 今後の展開 

 

Kyoto Makers Garage 内に、Prusa製品を実機で確認いただけるショールームを準備していま

す。 

 

また、機材の活用支援に加えて、3DCADや機械設計、DfAM（Design for Additive 

Manufacturing）をはじめとする法人向けの研修へも展開を予定しています。設計そのものを

社内で扱えるようにするところまでを支援範囲として、順次サービスを広げていきます。 

 

■ Kyoto Makers Garage について 

 

2017年9月に京都市、公益財団法人京都高度技術研究所（ASTEM）、京都リサーチパーク株式

会社の協力のもと、京都・梅小路エリアに開設されたメイカースペースです。 



 

3Dプリンター・レーザーカッター・CNCミリングマシンなどの工作機械を備え、ものづくりの

試作から製作までを支援しています。 

（当社は2025年4月、株式会社Monozukuri Ventures Holdings から運営を引き継ぎましたが、

運営体制やメンバーは引き継ぎ前から変わりません。） 

 

URL：https://www.kyotomakersgarage.com/ 

 

 

京都・梅小路エリアのメイカースペース Kyoto Makers Garage（京都市下京区） 

 

■ 会社概要 

 

・会社名：合同会社TSUKUM 

・代表者：代表社員　徳山 倖我 

・所在地：〒600-8846　京都府京都市下京区朱雀宝蔵町73-1 ライトワンビル1F 

・設立：2023年8月 

・事業内容：Prusa代理店事業、3Dものづくりスクール事業、メイカースペース「Kyoto 

Makers Garage」の運営、コンテンツ開発・ワークショップ企画運営 

・URL（Prusa事業）：https://prusa.tsukum.com/ 

 



■ 本件に関するお問い合わせ先 

 

合同会社TSUKUM　Prusa事業担当 

E-mail：prusa@tsukum.com 

TEL：075-205-5319（Kyoto Makers Garage につながります） 


